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一緒言

 本研究は昭和3ユ年から開始し、第1一報として「人工受精と発生についてJを発表した。そ。)概
 要を記すと、マベ0)生舶巣は8,lO月に成熟発達し、こ0)時期に切り出した卵。精子をアムモ昌
 ナ海水I(O.15～0.25x1つI3規定)申にて媒精することにより8Q%以上0)発生率をえた。叉、幼
 生0)殻長ユOOμまで0)初期発生過程を明らかにした昌

 本年も引続き産卵期調査、人工受精実験をたすと共に主プ]を水槽内における人工飼育実験に注

 いだ。そ0)結果付着幼生にまでは飼育出来たかったが.飼育に関育る多少0)知見をえた0)で報音
 する。

 本研究に当り、昨年来御懇切なる御指導を賜った鹿児島大学水産学部和田助教授に対し深甚
 たる感謝0)意を表すると共に、種種御協力いただいた奄美真珠海綿養殖株式会社光塚喜市氏
 外職員一同に厚く御礼を申し述べます。

 たお、本研究0)費刷ま、奄美群島復興事業試験研究施設費によった。

二生殖巣熱度調査

 §材料及び方法

 年間僅か150,200個という母貝探集量0)ため、本調査には母貝0)消耗を最少にしかも調査

 個体を多くして精麦を高めんとする努力か:たされ、家0)ようだ方法で実権した。即ち、母貝を
 開口器にて開口し(殺さたい)、腸管反転部(第6図ユ1)0)可視範囲に分布する生殖奥0)広
 さ、充実状態を肉眼的に観察し次0)4段階に表現した、かくして調査個体数を増カロし、同一個

 体をくり返して観察するととか1で・きた口

 A広く分布し充実している。

 Bやや広く分布ゴる(充実感たし)

 C分布僅かに認む。

 D分布認め歩。

 §結果及び考察

 第1表マベ生殖奥0)時期別充実状態

      出現率%(実数)

      調査月日調査個数・1・1・1D
      個      7-19500(0)28.0(14)。。.。。。。〕122.0(11)

      8-15358.8(3)54.3(19)31.4(11)5.5(2)
      クー28248.4(2)20.8(5〕45.8(11〕25.0(6)

      9-16～1ア166.3(1)31.2(5〕143.8(ア〕18.7(3)
      仙一3-4691.5(/)5.8(4)68.1(47)24.6(17)
      10-242711.2(3〕25.9(7)40.7(11)22.2(6)

      11-26150(0)20.0(3)60.0(9)20.0(3)
      2-26100(0j0(0)2口.0(2)80.0(8)
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 上表に示すように、フ月ユ9日から2月26目まで8回にわたって延246個0)成貝についτ調査
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 を実施した。これによるとA級宣7月ユ9目及11月26日には一出現世歩、2月26目に至っrコはA・
 B級ともになくD級が80.%を占めていた。

 第2表マベ生殖菓充実藍0)推移第2表には同一個体0)充実状態を追

   .生誰の寸11・1一・11・11鮒一冊目1

   発達した不変衰退した計65.7%(23)28.5(10)5,8(2〕100.(35)   』4.4%(2)56.5(13)39./(9)1・(1・)i
 ※()内は英数

 第1図で明らかたよう隼、A+
 B級0)占める割合1ご=8月ユ5日をビ

 'クとし10月3日に谷どたり、ユO

 月24日にや、上昇したオ:以後家第

 に下降している。これからみると.

 産卵期か:2回あるように考えられ

 る分:、もっと調査をしてみ衣・い。

 一般に近縁種・0)産卵期にみら.牝
 るように生殖素太:内臓部に充満{.;

 る感じをマベ0)場合見一受け難く、

 もっと発達しで黙るぺきと0)癌を一
 受ける。ご0)ように各調査に充分

 発達したと思われるA級力:少く、

 ・実.験に伏する親貝0)選択にもこと

 欠くありさまであつ穴・。

 こ0)ことに:母貝養殖場0)環境特
 に栄養状態に起Iニミ1する0)ではたい.

 かという疑問が、星るナ1:,現在0)と

 ころこれを追求するところまでい

 っていたい。
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 跡調査した結・果をまとめ涜・も0)で、7

 月19日から8月15日までには「発達し

 た」も。)が35%も占めている0)に比し

 8月15日から8月28日には僅か4.4.%

 で過半数1…:「不変」0)状態にあり、し

 かも「衰退レた」も0)が39%も出現し

 たことはすでに放蝿期に入ったも0)と

 手佳。察されプき。

 マヘ笠璽巣走震度の時轟副褒動
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 以上からして、マベ0)生殖素は8～lO月に成熱放出をたすようで、特に本年は8月中旬に熟

 度0)高い個体が多かった。

三受精実験

 §材料及び方法

 生殖巣0)充実藍0)高い雌雄を選択して実.験した。前年同様生殖巣から切り出した卵は遠心沈

 澱器(手.動)により数回沈澱洗樵レ適当た濃.裳0)アムモ呈ア海水に浸漬して清性化させ、卯核

 胞0)消失をまって媒精垂しめた。媒糖後しばらく放置して濾過海水で洗糠して大量の場創箏:5
 ～10分放置し、遠心沈澱器で洗樵)過剰0)精子とアムモミアを充分除去して後発生ミせしめた。

 四細胞期頃に発生率を計数した。た鳶、アムモ星ア海水0)濃藍はPHを以'て表示し、測定は

 .軍洋濾紙製0)T.B百H試験紙によつた,
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 §結果.及び老'察

 第3表にみ・るようにアムモニア・海水0)濃.蔓1まFH8.7～S.9時に8.8においてコ発生率が大で

あった,

 概して卵・精子0)熟達によりアムモ呈ア0)濃、裳も多少左右さ.れるようで、未熟卵ほどPH値

 0)高い方で活性化さ、れ一発生率も高くだる傾向がある。しかし、そ0)後0)幼生0)健至さからする

 と異常発生による不正型が多く不適当であった。

 ユ0月に入ってから0)実.験では発生率も低くだり、熟.裳0)高い卵を有した親貝が少く時期的に

 遅いと推察され液・。

 生殖巣から卵を切り出すとき潅れるように流出する0)は熟度が高く、8月中旬0)実一験以外に
 はこ0)現象が殆どみられなかったことは産卵期調査に述べた時期と一致している自

 第3表・アムモ昌ア海水濃建(FH)と発生率

 月1i崎簑率

4・7i

80.5

調.5

…1・・ll…11

四飼育実験

 §材料及び方法

 1飼育水槽1一ユO立入ガラス水槽、30立及びユOO主審0)水がめを度用した。飼育水0)温.産

 変化を少くするため巾O.9米長さ4.4米、深さ0.8米0)長方形0)』シクリ【ト・タンクを室

 内に誤け(第図版)、そ0)申に水がめを浸した。こ0)タンクには.1甲主審水かめフ*が納
 めることが出来、陵時タンク水の換水を行い水かめ0)内飼育の温建変化を極めて緩一慶にする

 ととが出来た。
 2飼育水:一大型口rト(ホー口r製)に脱脂綿とガHゼを用い海水を濾過せしめて度用し

 涜・。

 3飼料:一当分場前水面より分離した無色鞭毛虫Monass翌奄美No.]、No.2、女川

 臨海実.験用・から分譲してもらった。万石、蕗大、水産学部から・分譲してもらったMOn囲S

 s型0)3種を夫々F6y皿氏及ぴMique1氏培養液にグルコース、海藻煎液、叉は・イースト海

 水溶液等を加えて培養し投与した。
 4そ0)他:一ω飼育申0)水が:めには直射光線を避け、異物0)混入を防ぐ涜・め木製.0)蓋をレ
 た。O水替えは当初は行わたかったがユO月以降0)実験では自動去イフオン式(ガラス管)
 で僅かに注排水した(トユ0c.c/分)。
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 §結裂及び考察

 7月20～21日の受精実験により飼育を開始したが、いづれも不正型幼生が70～8Q%を占め飼
 育を申縄した。これは充分に蔀庭の至ら左かった理を用いたためと考えられた。即ち法条後.o)
 卵形1コ:不揃いで卵膜0)薄い衣・めか破壊する卵もかたり見受けた。

 8月以.降10月まで7回0)飼育実験を打つだ力1、幼生0)殻長]00μを越す生育をたしたも0)は
 僅か2回に過きず一8月ユ2目、ユ0月ユ2日媒精一、他の5回ぼ20日間飼育してもユOOuに、凄せナ
 殆ど1怪死し・・た一。

 8月12日0)実一騎1で籔1観貝から0)探卯量も非常に多くだり、洗樵隻充実した球形抑95%以⊥
 を占め熱斐0)高いと思削'しる卯古:得ら.れた、発生率は低く49.2一%(互H8.9)てあっ液・がこ

 れ1ま媒精を1遠心沈澱用ガラスチューブ(ユ5c.c容)4本門で行い、卵か高密.裳0)ため充分た受
 精≠.:行われたかつ友一生0)と推察された。発生1コ:1立一春ビーカー2本中で行い早期に漉出した

 T㈹此。pb・o正e・st昼9をユO立穿ガラス水槽へ移し、D型幼生に至っつからユOO立・審水がめに

 セツトし飼育した飼育水1…1PH8,35にたった18日目に1回約5分0)1を換水した0)み、
 飼料はMonas塀養液毎10～20c.cを2～3日おきに与え、毎日3回静カ沈掻洋して50余
 目間飼育を続けたところ第4表0)ようにたった。

 表に示すように媒・精後!1日を経て幼生0)殻長ユOOμに達し殻頂略隆起しはじめ一応順調と、霞、
 えたがそ0)後0)発育に:緩一漫で35日目に殻長ユ62μ0)も0)が観褒された,幼生0)鋸死も甚だしく
 底層には多く0)死殻が沈積していた,43日目水かめ内壁より附着幼生1個を採集した0)みで

 そ0)後生きた幼生0)観察!コ淵来なかっ.だ,と。)伺.着幼生はS.LxS.H7]フ.8x603.5μで.原殻

 0)それは386.ユx343.2μを測り、そ0)縁辺より粗い稜性質赤:形成されていた.アコヤガイ。)付

第4表幼生0)飼育記録(8月12日媒精)

        媒糖水倣幼生の成長度
        月日後経丁PH        過日数(9.00'測定数1孔×晶受。妻晶備考
        8.12028.5媒糖NH3pH3.9

        14227.91277.97×64.4780.6×66.1

        2192ア.18.2599.81×92.11101.ア×94.6僅かに殻頂隆起

        231127.39103.%x94.81107.2x100.1

        25132ア.87109.25x104.10114.4x114.4殆んど殻頂隆起

        261427.82106.21×98.1ア110.6×gg.g

        281627.83123,16×11ア.81124.9x118.1

        30182ア.88.35610ア.10×94、%114.2x110.6飼育水20立漢水

        9.12027.98.257104.56×93.03107.1×%.7

        9283128.88×107.81135,0×110.6

        10刃8.284151.20x140.10157.8×149.9

        12317160.6×153.5

        16354162,10×151.70169.5x160.6

        19398.3幼生採取されず

        2343水かめ内壁から付着幼生個を採取す。S.L×S・Hア1ア.8×603.5山原穀386・1.さ343・2u
        10.353飼育断念。水かめ内を検するも付着幼生認められず。



 着時0)大きさS.LxS.H2]4.52土ユ.90xユ93.ユ2±ユ.囎μC・J・榊・結城1950)に比

 し約ユ.8倍とかなり大きいが、僅かユ個ではマベ0)幼生か否かも断定し兼ねた,

 8月ユ5目及び9月1フ日0)実験てばユ0立容ガラス水槽で一飼育したが、20日を経ても殻長90μ附
 近で発育を・停.1ヒし錐死し1二しまったミ

 .以上0)ことから飼育方法を,検討してみろに、幼生の殻長ユ00μを1越すことに一つ0)段.階が

 あり、不成蜜に絶つだ実一験では・総て100μ以下で成長を・停止し薙死してしまった。

 こ0)原因として先っ卵0)熱.裳に勘響き.れると老一えられ]60μに痩した8月12日0)実。験てば明

 らかに卵0)熱.裳が高かったようである。二次的原因としては飼育水容積0)大小、幼生0)密.裳、

 '餌料0)質と量、飼育水0)水質、そ0)飼育中0)操作等種々挙げられよう。こ0)実.験で特に考.えら

 れることに1飼育水質で長H億が高くだる傾向があったコ即ち餌料を培養液ごと投与したことに

 よる一種0)変質ガ:幼生の生育に影響レていたいかということである。Moハas培養に当っては

 F6y瓦氏叉はMique1氏晴養液にプドー糖液(2Q%アンプル入)を極く少量(培養液100c.c

 に!満0)割合)加える方法をとつ.た,こ.れによるとバクテリャ類が非常に多く繁殖し次いで
 Momsガ:増殖する口従っカ需養液ごと0)投与はバクテリア0)混入はさけ難く、幼生0)胃申に
 もMonas以外にかなり認めた、こ0)ことから培養夜ごと0)投与1ま水質に、バクテリア0)混
 入!ま幼生0)擬餌・活1動に影・響たかったかという疑問も起りうる。

 かくし・て10月から0)童司首実.験で1…1家0)ようだ綴直写方法をとった、瑚ちMo蝸s培養方法を

 検討しブドー彊液0〉かわりに海藻煎'液(ホンダワラ.コンブ)又はイースト海水溶液を加える

 ことによりバクテリア0)発生を殆どおさえることガ:出来た。投餌方法も遠心沈澱器(電1動)に
 ・より培養液を除去して与え.た。一更に、飼育水も自.動サイ7オン式にして常時7～ユOc.cノ分換

 水し水骸一0)保持につとめた。

 ユ0月に入ってから仁:前述0)ように生殖巣0)充実も低下しr=来たが、ユ0月ユ2日媒糠では発生率
 8フ.%(B亘8.9)てあっ.た0)で童司育を再開した.そ0)結果100μ前後でかなり0)薙死はあったが

 14目目にS.LxS.且173.ユ×!60.6μ、33目目に至って243.1X.22ユ.3μ0)幼生が観察

 された、しかし40日を経ても付着幼生1ご1みられず、満足な資料1=1えら.れたかったが8月ユ2日0)

 実.験に化すと幼生0)成長が:よかった,

 アコヤガイ0)人工飼育(小林・結城.ユ950)てば,愛糖後付着まで0)畢短日数は18目で幼生
 0)殻長200～250μで行われている。今回0)実.験で1コ140}50日間も飼育したが、これは飼育

 条件0)悪いためと考えら.札、正常た日数娃もっと短いと1臆測される。
 .以上の結果からみて、熟.産0)高い卵、精一子を得る1=と、並びに飼育水0)保持が重要た問題で
 あるといえよう。

 五マベの成長

 §材料及び方法

方2図測定位置
 ①殻長

 ②殻高

 ③殻頂～後膜縁長

 ④殻厚

(S.L)

 (S.亘)

 (目一V.lL)

(S.T)



 昭和32年5～7月に採集された貝について、ワ月23日に第1回0)漠1j定をだし家レで11月2ε日
 2月26日と測定し十来走、今後も継続して測定していくが、本年建秀としてそ0)結果を記して
 おく。

 §結果

 7月23日見にラベルを付けたから14工個を測定したが、そ0)後大型・貝は1挿棲されたため2回

 目からは測定せ歩、難死、ラベル0)脱落等

 で2月26日にはラベル0)付いたも0)43個て

 あっ涜・。こ,れらに1挿転出来たかった比較的

 若い貝が殆ど占めていた,

 そ0)43個について0)測定結.果握1第5表、

 第3図0)と、おりである。総体的に7月から

 2月まで0)描フカ月間に20～3Q%0)増率

 を示し、平均して殻長36.7mm、殻高

 39.5mm,殻頂～後腹縁長48.ユmm、殻

 厚。ユエ.Ommと夫々成長していた,

 た桧、昭和30年1月殻頂}後.腹縁長10m

 m0)マベ稚貝か満1年後0)昭和31年1月に

 ユ24mmに成長したことは既に報音したが

 (昭和30年産箆フk試寓業報音書)0)そ0)域
 長の速さは著しい。

 着3麺・一  マベの賊長夜



 第5表マベ測定結果 (度数分布表)

代表値 S.L

 1月・・日111月・・目1 2月26日

S.H

7月23日 11月28目  1・月・・目
U-V.L

 ア月23圓  l11月・・日1・月・・日
代表値 S.T

 1月・・日1 11月28日  1・月・・日
             55.5210
             65.511131
             75.5121163

             85.51511.191
             95.533122211
             1口5.515111251一0一1

             115.5518411128710
             125.5608435031740
             135.5416642113492一2

             145.540386620374134
             155.5662161153140610。ア
             165.5612113353431514

             1ア5.5353102246248
             185.511112844924
             195.5143ア7523

             205.530810
             215.51.59
             225.55

             235.50
             245.51

             137.56174.1113.64140.02153.18152.24184.78200.38一31.8438.1742.86
             平均値

             1nIn士29.82士18.33±25.00±18.63±1ア、02±31.82±24.13±21.64±7.86±一5.5壬一5.23

             成長率%100126.ア100125.2134.ア100121.3131.61001119.8134.6

4286
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 六マベ解剖図

 §材料及び方法

 主として生殖巣0)分布状態む調べるために打つだ。

 マベ鼻ウレタンをカ脱だ海水申に浸←、充分.硫簿し一た一も0)を直ちにユQ%0)フオルマ.リンに固
 定させ、解剖測定ズク・ツチをだした。

 §結果

 別区0)とおりである。

 七一結び

 昨年度0)実験では人工受精と初期発生過程力・:究明され、飼育実験では幼生は総て殻長10gu以
 下で整死し息水牛藍は飼育実験に主カ挙注ぎ、特に殻長ユ。ouを琴させ争こと・に目標があっ
 た・7回0)実験により2回は殻長160u.2401ユ.0)幼生にまで達し牟が、生存率も僅少で飼育方
 法について0)薪たた問題が提起された。一一即ち今回0)実験で、幼生が健李に発育ヂるには特に熟卵'
 をもった親貝を得るとと、及び飼育水0)水質0)保持が重要た飼育条件であることが判った。
 熟卯を得ることは年により成熱期に多少0)変動があり今後はそ0)適期を早期に把握することが

 肝要卿ノ水質の保持には各種の改良を誠参・自給イフ与ン式による常時換坤を雫率し
 か在り蹄果をえ紅この・月にマベ飼育用大型コング1-1タンクの轡が左され・耕亭か
 らはこれによ一る実験にも期待している。このように本年度の実験で、当初懸念されたマヘ人工増

 殖への可能性が強くなり今後の研究に候つ一ところ大といえよう。
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飼育状況

 ○コンクリートタンク(長4.4x巾0.9x深0.8m)に海水を満し(鰭時換水)

 その内に飼育用水がめをI浸し水温の変動を緩慢にした。

 ○タンク.ヒに置.いた水がめは、飼育水の自動サイフォン式換水のための海水を満して

 ある。



まべPteria  Penguin(Rdbiug)の発生

A

第二極体突出

 P■ot-usi6画。ftbe2亙dPoI盈■body.

 媒精後25分,卵経53μ

B

第一分割開始,(三葉期)

 Fi附。Ie舳ag,

 (畿efOiIStage).

35分

○

八細胞期

8-ceIIStage.

1時間35分

lD

桑実期

 Mo正uIast級ge.

 2時間30分～3時間

E

 初期D型幼生

 瓦a珪IyD-sha理edI囲■va.

 S.lLxS.:目1フ9x62μ

満2日

F

 D型幼生

 D_sha頂edI舳va.

88×76μ

6日

G

 殻1頁隆起初期の幼生

 Fa正Iyumbo-stageIa卿a.

 ユ02x93μ

11日

H

 殻頂隆起の幼生

 Umbo-stageI棚va.

131×125μ

28日

I

 殻頂隆起後期の幼生

 Lateu]],・bo-stageI苧va.

 ユ9フXユ75μ

43日

J

ミクロメーター

 Mic正。r皿ete-

 1目盛10μ



 まべの貝殻  洲1吋ρ之舳ρme伽(肋伽8)

1荊雄  ル比〃0r  m〃ダ`元
 z佐線  ρo砧eん〃  伽4γκ』π
 一5背縁b〃〃6  m“ク仇
4鵬維  !ε犯亡欣乙  肌〃κ自π
 5売更1貝リ〃bo
 6・荊耳4〃亡ε'・ω7  εユγ

 7後耳ρ0£Ce〆ε0γ2aγ
8足糸寓  握γ5S亘乙m〃
 ∂瑚膏練  m彬εμ狐

 '0淑移∠。こκ～mεπ才
 “威邊  確6〆。〃ん'μm
'2収足栃疲  ∫m〃郎5之m砂  防τmO乙0〆  〃炊z巴5
'5痢硬協痕  7μ〆ε鮎二mオ2〃〃。θ〆  m蝸。`ε5
 !4・外套.碩疾  ∫πンκ∫5〃π〃'0〃乙6Z二  刎他。4ω
 !5苧疋・筋痕  ∫肌ρ7ε5S60πθ7Ze・!'亘加r  m刎。乙ω
 κ外喬疾  ρ〃〃 μm
 ノ7貞琉層  ρ6〃乙  "yε〆



 左側外套膜及び鰐を除去した軟体部の概観図

1左側前挙足筋

2左側後挙足筋

3口

4下層
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 マベ生殖巣の分布

縦断面概観図



 1生殖巣G㎝乱d

2腸  管In[o昌1i皿。

 3肝臓Li冊

4口 Ora1apor6ure

5胃  Sユ。mach

6足糸  溝By畠・u・p1f

 7足糸根挿入部の層状筋肉薬  1皿昌舳iOnOfhyS・aユ・OO1・  h・tOtn巴I且yO・edmu昌Ou1a・

 1里1ne11ao

8鰯 Ctonidium

 9外養膜ManOo1ob1

 10肛門突起A而a1PaPi1]a

11閉殿  筋Add皿。1ormu昌。1e

 12収足筋R制冊。lo〔・ffo・正

13囲心腔  P舳・汕虹冊・ily



 マクリ・増殖基礎調査

薪.村罎
豊田一正雄

 §趣旨

 本郡島浅海資源生産高0)主位を占めるマクリは、駆虫薬原料として0)需要増加に比例して乱
 獲され、そ0)資源0)保護オ・:必要と'たって来ている。しかして、昭和29年度から、奄美郡島復興

 事業費により.、群島各地に増殖事業を実強している。こ0)ため、増殖時期0)決定、増殖0)方法
 とぞ0)効果等を調査して、資源増産に賓するため家0)ようだ調査を笑掩した。

 ユ.マクリ胞子0)成熟時期調査と予報

 2.マクリ士曽殖実地指導;

 3.マクリ増殖効果調査

 4.各地別カイミン酸含有量0)調査

 1マクリ胞子の成熱時無調査と予報.

 目的増殖時期0)決定にに1、マクリ胞子0)成熟状態塾把握せねばならない。しかも地域別に熟
 度0)遅速が考えられる0)で、本年増殖実施予定地に協ヵを願って胞子0)成熟状態を調査し

 適期0)予報をだし表・。

 04月、7月

 方法郡内増殖実施予定地(29ヶ所)に10～ユ5日おきに原藻を採集してもらい、蔭午後直ちに

 郵送するように依頼し衣・。

 ○送られて来涜・マクリ棲刺{1原則として20昧について、そ0)毛状枝を検鏡査定した。

 ⊂)妻梨度0)半日男1J

 ユー未形威一・・ノウ果.四分胞子ノウー又β1精子器0)形成たく、判別出来ぬも0)。

 2.形成初期・・・…胞子は認められるが小さく、四分胞子では分割がみられず、臭胞子で
 はノウ果申に充満レていたいも0)。

 3.成熟……胞子0)色素は濃くなり、四分胞子は分割が明瞭にみられ果胞子はノウ果

 申に充満しているも0)。

 4・放出・・・…成熟個体0)うち胞子0)放出が僅かでも認められたも0)。

 5..四分胞子についてに:放出期間が長い0)で前期と後期に分け液一。

 放出前期一・・胞子の脱出した部分が胞子嚢全長の半分以下のもの。

 放出後期・・一同上の状態が半分以上に及んだもの。

 ○た捨、各地間について比較し易いように奉0)二通りについて百分比で表わした。
 ユ.未形成体、雄性体、雌性体,無性体0)個体刑0)百分比。

 2.雌性体、無性体ξついては、更にぞ0)熟度I(形成初期、成熟、放出)について百分
 比で表わし涜・.,

 調査結果と考察

 ○成熟度判定結果は第i表0)と去りである。
 ○標本0)送られて来たも0)は、ユ8ケ所から延30回という状態でユケ所から、4回送1られて来
 たも0)0)外は殆ど2～3.回で、1ケ所毎0)胞子成熟0)状態は、推定出来かねた。従って、

 主要地域別にまとめてみ涜・とこち、概略茨0)ようだ傾向が推察された。
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 第1表マクリ胞子成熟度査定結果

冒

M

採取月目 深]反場所 調査株数 未形成体
%

雄性体

%

雌性
(果胞子)
体%

熟度

形成物碧1成劉放碧
無性
(四分胞子)
体%

熟度

形成初碧成驚庸期限缶
笠利'竜郷地区

月目
6∵20

6-27

6一下?

7-10

7-12

7-12

7-15

7-21

笠利村胴安

 ク用一

 竜郷村・円・安木屋場

 笠禾■」村
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 笠禾1」村
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円
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節田
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8,3

60.0

5,0

10.0

0
0
0

10.0

16,7

20,0

30,0

35.0

。。.。1
40,0

40,0

15.0

25.0

0

30,0

15.0

竃
11

20,0

25.0

57.2

0

。。.。1.1.。1

59,3

28.3

511

21.8

17.8

0

39,5

35,9

16,9

60,5

54,5

19.8

25.0

0

42

32,8

23,8

11,2

40,4

58.4

50,0

20,0

35,0

40,0
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45,0

40,0

50.0

47,5

50.0

5,9
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30,4
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30.8

0
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29,6

23,5
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6,0
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12.ア
0
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皇口.2
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50.
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20

11

3510

0

2010

能.6
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0
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0
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0
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0
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5.0

5,0

20.0

75,0

10.0
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喜界地区

 四分胞子は6月下句に放出6フ%どたり、そ0)後成熟放出か1続けられている。果胞子は6月下

 句放出が僅かに認められ、7月上、中旬成熱か:50%以上とたっている。これからみてこ増殖
 適期;{1,7月中～下旬頃でに1ないかと、考えられた。

 笠利、籠郷地区

 四分胞子は6月中句から清澄に放出されている。果胞子は6月中～下句に放出僅かであった

 が7月中旬頃は戒碧、放出方:大半を占め、放出盛期に入ったと考えられ、喜界地区同様、フ月
 中～下旬が増殖適期と推察された、

 名瀬、大和地区

 四分胞子は6月中旬以降放出されている。果胞子はフ月上旬僅かに放出を認め申句に至り成

 熟、放出が盛にたつ涜・。しかし、7月中旬に至っても小宿では未形成個体63%もあることか

 ら、増殖時期とし・ては前記地区より1句位遅らした力オ・:よいと考えられ涜・自

瀬戸内地区

 6月下句から四分胞子0)放出力・:続いている。果胞子は7月上句放出を認め、中旬に成熟が増

 加し刀いる。しかし上記各地区に比し未形成個体が30,4Q%や、多く時期的にも遅いように

 考えられる。

 徳之島北吾B地区

 6月下旬で四分胞子は僅かに放出を1見、フ月上句にや、増力旧している。果胞子に:フ月上旬僅

 かに按出を認めた。そ0)後賛料0)送付たく発臨状態は不明であるが、概して、前記地区に比

 し、遅れて〉る感じを受けた。

 以上0)どおりで、概して7月中句頃から両性胞子0)放出力:増加し7月下句～8月上句頃か増

 殖適期と推察された。

 しかして、フ月6日と7月30日に夫々、パンフレットを以って、各地区に予報を発表した。

 2.マクリ増強実地指導

 目的マクリ増殖法0)実際を指導すると共に蜜源保護堵蓬邑想0)啓蒙に努めた。
 指導場所瀬戸内町節子、大浜、江仁屋離島、・須子茂、諸鈍0)5個所各地先。

 増薙期日7月31日節子、8月1日大浜、2目江仁屋離島、3目須子茂4日諸鈍

 ・増殖方法・○石材5〆・前後0)も0)各地とも1,500とした。

 ○コンクリートブロック上辺20×20cm、下辺50×50cm高さ25cm0)角錘状0)も0)

3個

 ○投石法・・・…石材ユ,OOトユ,300個を、適地にぞ0)ま、投入した。

 ○種子辞法・一採集後蔭干1～2時間し涜・原藻を海水を清した4斗榑に投入し、胞

 子を放出せしめて、如露にて=撒布する方法は、石材200～300個に行い投石した。
 ○原藻結着法…一…径3分0)パー.ム網に原藻を5～ユO株を撚り込み、石材叉は、コン

 クリートブ・甘ックに結着して投入した。

 結果所感Oこ0)期間嫁好天に恵まれ、午前中0)満潮時を利用して、作業がj順調に進行した。

 各地とも水温28.甲C前後で大差たかった。

 投石は、!00～200個位を単位に纏めr:、投入させ、前年0)ようにバラベラにした

 がった。リーフ上には出来る丈投石を.さけ、砂礫質0)底質を選び投入させた回

 (時化0)場合、リーフ上は反輯移動激しいため)
 ○増殖効果は、翌年建夏期に調査す・る予定である。
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 5マクリ増殖効果調査

§まえがき

 昭和3ユ年8月に実施レたマ!リ増殖事業0)効果を瀬戸甲町大浜、江仁屋離、.須子葉0)三地区
 について調査した,

増殖場所1増殖実施年月目

瀬戸内町大深地華

全江仁屋離地先一

全須子茂地先

 昭和3ユ年8月7旦

 全8月8～9目

金8月10日

 効果調査年月・日

昭和32年8月1目

金8月2目

金8月3日

 §調査方法

 ○各地区共索潜り把依頼しt前年投石した石をユ～2個任意に揚げてもらい、そ。)ま㌧分場へ
 運んで8月6～フ目に測定した。

 ○測定は石0)露出表面積を概算し、肉眼的に認めうるマクリ0)着生数壬、それらを根から探敢
 して体長を測った。体長直毛状枝を含めた先端までとした。

 §調査結果・考察一

 1マクリ着生密度

 第ユ表マクリ着生密度と体長

               調査場所i露蝦銚銚着生密度体.長mm               株/ユ00C㎜…下均i最大1最小「                十

               大浜1IIユ360ユ。。1、、1■7.82。。.。。。。。.。。1172「1               I1■一                ,14.54土ユ6.99169;               犬浜2ユ2804.96.一

               11220■2230■I14'拙0'4「。、!5

         
      

■

               江仁屋離12フ1245ユ0.48'1               須子茂I                ユ0.98ユ7.64土9.ユ3一。。1]2               .1II

 ※露出面積・一・底土に埋渡したも0川は埋漢0)部分、埋波せぬ石でも最下面0)部分は除外
 した。

 ○第1表に示すように大浜地区セは100cm当り5～7株、江仁屋離須子茂で約1Q裸0)密度
 であった。

 ○石材0)凹凸面により密度に開きかあO、概して上面0)稜線附近に高った。しかして石0)側

 面には非常に少たかった。(第1～3図)須子茂産石0)上面で21.5株(lOOcm'当)が最
 高を示した。

 2着生したマクリ0)体長

 ○各地区毎。)測定結果樹第2表、第4図に示すとおりである。

 ○第1表にも示すように垂体長平均値では、大浜、江仁屋離で約ユ4m㎜須子茂で約17mmと

 たっているが、体長範囲が肉く大浜でユ～70mm、江仁屋離、須子茂で1-40mm前後と

 たっていることから、発生時期0)異った群が混生レていると考えられよう。

 ○即ち、第4図にみるように大浜では19制m附近、江仁屋離では1!mm、一項子茂ではユ5mm
 前後を谷とする二つ0)群に大冒1咄莱る。
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 ○そ0)一つめ群は各地区とも5～工Ommに大きたモードを有する比較的明瞭た群で個体数0)
 占める割合は大浜で約6Q%、江仁屋離で約45%、須子茂ぞ約40%とたってい名。

 ○他。)」ろ。)轟は複雑た変動赴有レて侍り、・中位数(medi自m)を求め走と1二ろ
 大浜33.5m触(ユ8.5～70.5㎜m)

 1江仁辱離二...2ろ4m皿(!0・5～42・5㎜m)
 須子茂21.7皿m(14.5-38.5mm)とたつ涜・。

 ・O前者は比較的最近(本年?)着生し、後者に:増殖英一挺当時発生した略。)でたいかと考えら

 牡る。即ちこ0)ことについて軽々しく諭する事は注意を要するが瀬戸内地区0)胞子紋閏時
 期は本年は5月中句加ら四分胞子0)放胆を認めており調査目まで2.5ケ月を経ている。
 ○田中博士(1954)によると宮崎鼻沿岸で8月中旬タネ付投石レたも0)ガ;、36目目で毛状枝
 先端まで0)体長最大3mmを測り、6ケ月後最大ユ9mm平均6m皿であった。

 ..○宮崎県荷岸が大島沿岸舛ヒじ環境とレて必すレ.も好条件があると偉考えら札施い。軍に水
 温0)下降期と上昇期と0)ギヤツプ等号へ合せると極論と略弄い難い苧こ0)ことについは更
 に踊奔牽準牟て李牟い戸.・.・.

 3そ0)他

 ○投石し涜・場卵有:各地区ともサンゴ礁と砂質0)混在し涜・ところであった。・須子茂では揮礁が:
 発建し`投石0)一部はサンゴ礁上に沈下され、沖0)砂質に沈下された石年当し、着生数極く
 僅か0)も0)が多かった。

 ○水深では大潮干潮線下ユ～3尋附近が:・着生.隼頁ともに良好0)ようで・淺所に従って伸
 長が遅い感じお受け涜・。I

 ○他。)着生藻類は各地区を通じて無節石茨藻か:認められ(須子茂多し)大浜では10c皿内外

 0)ホンダワラ科藻類、須子茂ではウミウチワ類0)着生オ:目立っていた。た溶二。江仁屋離0)
 も0)は他藻0)着生は僅少であった。

 第2表着生したマクリ体長0)度数分布表

     階級大浜1大浜2江仁屋離須子茂
     111nl

     015H・4;5・.30i24・23・11     4.5一一B.5133137
     8.5・・'12.511610一37

     12.5-16.5'114/527
     16.ト20.5331337
     20.5山24.581935

     24.5山28.5651437
     一28,5+32.52一・一65・13
     32.5山36.53438

     36.5～40.515..、3。.13     40.5^一44.517
     ψ.5-48,53..、'2、

     48.5-52;5..'.3・
     52.5]56.521
     56.;川60・'51=・1一・

     .1.
     60.5}64.5
     64.5-68.5
     鯛.5{72.511

     Tot臣L10763127245
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 4カイニン酸含有量調査

.目的

 マクリ0)有効成分として0)カイ邑ン酸は、昭和28年ユ三月大阪大学、薬学=部竹本博士により、

 そ0)分離に成功し、爾来、マクリ0)需要は飛躍的に伸びたが:、そ0)含有量0)多少により、商品

 価値が左.古される傾向ガ:あり、本郡島産0)マクリについてカイ昌ン酸0)含有量を調査し淀,

 方法○カイ昌ン酸0)定量ぼ、大阪大学、薬学部竹本研究室に送付し定量してもらった。

 ○郡内各地より採集され乾燥して、当場へ送付問い、当場にて充分乾燥してからポリエチ
 レン製袋に密封して、阪大へ送付した。

結果及考察

 第1表に各地産別含有量0)定量結果を0)せる。これでみると、同一地区産0)マクリ0)カイ呈

 ン酸含有量はほぼ似ていて、各地区毎に夫々、含有量か:二足しているようにうかか:える。たゴ
 し現在0)ところ、含有量0)年変化はI調査していたい方:5～7月に採集さ札たマクリについて、

 郡内各地別に平均含有.量を算出し液・ととろ第1図0)とおりとたった。
 図に示すように、本島では、大和村以北0)北部地区に於て、30m9前後であるが、瀬戸内地
 区は15～20皿gと少く、含有量に明瞭た差があるようである。こ0)要因については未調査0)た

 め不明である。これは生育環境0)姜による0)ではたいかと、憶測するに過ぎない。

 第1表カイ昌ン酸含有量定一量結果(カイミン酸はマクリ乾燥109中0)m9)

性別1灘編採集場所;賛香1性1憎姦壬義   採集場所採薬   月日性
   6-4
   6-22♂
   ク9

  
 

ク

   7-46
   喜界町小野津ク旱

   ク無性
   7-206
   ク旱

   ク無性
   6一卜匂♂
   ク旱

   ク無性
   竜郷村田7-126

   49

   ク無甦

   竜郷村宰本屋群フ=〒夏「る   一ダ蟻
   ■6-20

   笠利村用安7-10♂
   4旱

   ク無性'

   笠利村用6-2ア

   .■一''■一'一■一7-15♂
   筆利村節田49

   ク   一無性^一

   笠利村赤木名7-2111ク無性
   名瀬市小宿7-20

 、■9茎1葦言1書'n呂i大和村国直ラニ1隻、1量1㌻姦19
鮭吾体11菱11二鯛基体11111111
 無、茎体}ll=1,大和村犬金久1-161毎、無11:1
・lv30・24_5G26.4
 鯛基体1¥詮L瀬戸内町安脚場1二発・・ざ姦:l
 ll11¥謡11全町花菖、二、1、.4
 籔性体9.V36,9
69.V23.43

 無銚;¥麹_全町諸鈍・一1・1・1…
♂V35.4

 一姦¥・裂11全町撫1二需早.8.、1=1
 ♂」.字福:葺
 無量体111¥基1L全町須子茂ラニ名1・!掲二三

州1
g.V37.2

 .V書3・.r'全町節子7-gV54・6
 9V26.9一
 無性体v20.4ア_10i草1.v10.8

 1目・llll=¥藩τ■全町江仁屋離島1-1・無性体1・1鴨11
 鉦性f本9V43.2

 1、.。。。.。東天城村金見1=需 VI46,3
V34.0

 一2フ9一



第1図  地域別カイ星ン酸含有量(平均分布図

 数字はカイ呈ン酸合有量胆g/10g(マクリ)

 カイ呈ン酸含有量0)多寡を間接的に見分ける方法として、採集され乾燥レた賓料の藻体0)色と

 0)関係を調べたいところ女0)ようにたった。

 第2表マクリ0)色沢と、カイ=ン酸含有量

     τク〃の色

     lV9.V口.GG.

 
    

一

     調査数1ア26

     平均含有量32.%mg28.7821.915.85

 
    
I

     最大合宥量1      一54.6mg43.2一26.4

 
    
!

     最小舗量11・・…10.8一7.2
 ※マクリ10g申のカイニン酸含有量

 (註)V……全体が紫色系

 呂.V一・・全体的に紫色であるが多少緑色を
 混ずる。

 u.G……全体的に緑色系で、紫色が混ずる

 G・・…全体が緑色系



 上表で明らかたようにカイ=ン酸は糠色系に少く・、紫色系仁多い傾向があった口
 §要約

 1、本郡内に鳶けるマクリ0減熟時期は、全般的に7月中…句～8月上句頃と推察さ牝、本年度
 、増殖事業実施前に予報をなした。成熟時期は地域別に多少0)遅速があり、概しで、本島北

 部地区が南部地区より早い傾向がみられた。

 2、マクリ増殖0)実地指導を瀬戸内地区5ケ所で実施した。

 3、昭和3ユ年度増殖実施した瀬戸内地区3ケ所0)増殖動果を調査したところ、マクリ附着密度
 は5～1Q株/100cm里で一マクリ体長はユ4～17m㎜であった。

 4、本郡島産マクリ0)カイ邑ン酸含有量を調査したところ、概して北部大島地区が約30m9
 (マクリ109中)、南部大島地区でユ5～20m9と、地域差が認められた。たお、カイ=ン酸
 0)含有量はマクリ藻体0)色が紫色系が藻いほど多く、緑色系に少い傾向かうかかえた。
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 沖永良都島の資源分・布、漁業実態調査

豊'田正雄

 調査目時昭和33年3月20目～24目

調査概要

 ○地勢及水産業0)概況

 大島本島0)南西方に位置し、全島隆起珊瑚礁で形成され東西に細長い山岳、河川ともみ

 る、きも0准く比較的平坦地力:多い。人口和泊町ユ2,500人知名町13・300人計2S;800人であ
 る。

 漁業協同組合は.両町で、沖永良部漁業協同組合を設立し和泊町にある。組合員600余人
 を擁し、地区別にみて和泊町350人知名町250人0)割で構成されていて至人口0)!、9%が組
 合員である。こ0)組合員中大半が:水産勧殖物0)採捕に従事・する者で占められている。こ0)

 現象は全島0)海岸線が単調で㌧しかも島0)沖合握1環礁を形成されている0)に基因している
 も0)といえよう。

 ○月別漁業0)概況及漁場図

 本島は前述したように、平坦地が多い0)で、農業を主とし一て従って組合員申漁業を営む

 者は和泊ユ5名知名6名であり殆んど与論島出身者である。

 こ0)僅か数十名0)漁業者で年間を麹し下記0)漁業が:全島周辺0)0)漁場で営まれている。

 ○飛魚浮敷(アミラン漁網)0)実鐘
 「和泊」藤田幸助所有0)該漁網による実績は下記0)と為りであった、同氏は綿網に比ら

 へ、操業容易なこと・漁獲高0)多いごと・漁網0)減耗率0)低いこと等か:特長であり、欠点
 と・して補修0)場合若干手間とることを挙げられた。

 昭和…2隼疫0)実績(目付は旧暦を用㎏ている)一

 段調魏1義1器i意
11↑
2!3

41』ll
いい
川1
111い
12111

4月10目

12

13

14

15

16

29,050円

7.620

5.220

21.646

10.197

38,945

 1922,200F日

2010.050

2120,4C0

2226.050

4月23目5.500

2623,500

2722,550Fヨ

2814.250

2916,500

珊18.050

5月3日14.520

59,%0

615,120Fヨ

79.080

5月8日5.080

1023.480

1123.680

1233,240

1324,480円

153.360

 161/I0〕0

 言1・470,528



〇三重網操業実績

 「知名」西治里氏所有31年8月作成当初試験的に2反を操業してみたところ意外な漁獲0)

 ある0)に驚さ1、暫時反数を増し、現在ユ2反を所持レ、1二0)うち8反が毎日0)稼働反数であ
 る、昨年ユ2月下旬がら本年3月中旬まで0)漁獲高が:約12万円叉こ、5日間(3月19日～23

 日)0)操業で4万円を挙げていた。
 こ0)実績は業者間0)注目を浴び既に自己資金で6反購入し、操業レているようであった

 叉本年裳漁網改善補助0)わく内に6名申込みした模様であった。

 出漁人員賦3-4名である。

 ○其0)他漁網0)普及状況

 現在全島てば4尺xユ5H0)アミラシ漁網(4節)が普及していた。「西国」0)商人0)手
 によって売買されていたが、前記0)規格で4,200円0)取引であった組合長り)説明によ札ば

 漁網0)普及率は郡島で最上位だらうと0)ことである。

 ○蜜源分布概況

 分島に於ける有用介藻類0)分布は下図0)とおりであるが、殆んど自家消費とレて採取す

 るにすぎない。

 かつて脚荷販売したというべきも0)は夜光貝だけで、これも中間商人の手華経て取引さ
 れた。

 かようた状勢で、年聞を通じた漁協管内0)海産物に対する統計的在数字はつかむことは
 閏莱たい、ウ呂も沿岸に鏡産している、婦女子か探敢している0)を調べてみると未熟であ
 った.成熟期は6～7月0)ようである。

 ○所感

 ○全島に於ける浅海資源0)利用度は比較的薄いようである。

 組合長0)説明によると、浅海増殖補助事業0)申に、自元負担があ1るが、こ0)額に対しては
 組合員が、歓迎するようでたく、従って本年度は事前に受入れを断つだと0)ことである。

 1=0)ことは単協経営が云々されるが、'面恵ま札た耕地、これから得る産物等池島に比べ

 群を扱いている経済情勢下では敢えて言を侯つまでもたい。

 ○本島周辺好漁場に恵まれているか、台風。)常襲地帯である。加ふるに大小船舶。)陸岸へ。)

 接近は危険である。かようた地形からして漁船0状型化は港湾0)設備を前提要件とぜねば

 発展は期待出来ないも0)と思考される。

資源分布図



 ティラピア飼育試験

豊田正雄

 §.揮旨
 アフリカ産「テイラピ7」俸牟用点とレて養殖寄易たこと繁殖カ犀箪た魚雫としτ声価があ
 り、戦後0)短期間に相当量移殖されている。

 本群島には到るところに、湖沼河川があり・、特来これら0)適地に魚苗を配布し、農漁村0)た
 ん牢く覧船源と養魚奨励を言十ゲもつ下農漁村民0)所得0)向上に寄与す乱
 §*群島におけるティラピアの移殖華緯
 昭和30年6月ユ5日沖縄より移入、2cm程蜜20尾を大璋支庁防火用水池で亭司育し主ξして越冬

 出来るか否かを調査した結果、飼育可能なことが解った。

 こ0)間2回も産卵、ふ化し、島内外、魚苗を配布している。
 昭和32年3月8日大小魚23尾当場へ移舶した。

 §飼育方法

 大島・麦一庁より移殖した.23尾は、既設

 タンクで飼育していたが、こ0)中ユ2尾は

 既に水生菌に侵されていた0)で2週間0)
 申で薙死した残りユ1尾を(31x32x46.5

 Cm)0)アクアリエームで飼育した。各

 期0)水温調節はサーモスタットで行へ
 水温、毎月上旬体長0)準11定をな.しそ0)結
 果は別区0)通り纏串た、
 餌料としては、ふぼ'うふら一二い壬みみ

 づ等を与えた、

 §結果及考.察

 ティラピア0)適温に'2ぴC～35.Cで、

 10叱にたれぱ死亡し・エゴCが、数日続け

 ば薙れ一るという。飼育申昭和33年ユ月中

 旬でユ4.rC0)記録(別区参照)があろ
 これぼサーモスタット0)故障0)ため調節

 を中断したところ故障排除まで4.5日続

 いた0)で、ご0)問1尾0)繁死をみた。

 茨に生後2～3ケ月て蛙殖を営むこと

 が:艶来る(黒沼言己)と0)ことであるが'

 前記飼育槽(アクアリコー一ム〉でこ0)よ

 うだ正見象に1たかったこ0)ことは飼育槽0)

 割に尾数0)多いためと思考される。

 弐隼.楚に於いては、新設養魚池に移殖

 し、魚黄0)生産を計り所・期0)目的に達.す

 るよう努力したけれぱたらたい。



定置観測

豊田正雄

 §趣旨

 毎日0)気象海象を観測レ、基礎資料とたすために実施レた。

 §方法

日時毎目午前!0時

場所水試分場前水面
 観測境目気象(天候雲量風向風力、気温、最高最低気温湿藍降雨量)。海象(波浪うねり水

 温、比重)

 §結果

 次表0)とおり

 §摘裏
 ○昭和26年から31年ま一で0)各句別0)平均を算出し、平年としこれと32年壷0)分と0)比較を試み
 た。ただし降雨量ぼ30.31年0)平均を算出レ32年度分と0)比較である。

 句開平均比較表(26～31年0)平均二平年として)

際
1土1
41雫;

51

1・1

11

12

上中

下

上中

'ド

上中

 一ド

上申

下

上申

 ■ド

上一
中1
 下■

上申

下

上申

 ■ド

気温

平年  1。。年度

水温

20,2
21,7
22.1

鶏

2881
州1
郡

22,9
23,1
23.9

2581
2721
28.0-

29./1

29.9

2ア81

2661
24,4
24.5

22,3
21.6

平年 32年度

20・41

欄
16・71

17.24
25261
2357i
23.ア3
23311
23.80

23.39
25.24
2651!

28.70
30.1ア
31.03

28.21
30,7
29.41

2762'
26掴

・…1
魏11
2414」

。。。。1
21個
21131機

1

1…i

21・3-
22-0'
22.2

22,7
23,1
23.7

23,7
25,3
26.2

27,4
28,0
27.8

28,3
28,2
27.6

27.8
2ア.9
27.3

26.ア
25,7
25.3

24,1
23,5
22.9

22,2
21,4
20.4

1995■
212Bl

。。。。1
畿1

2268一

24.07
24.90
25.71

27.00
28.30
28.7ア

28.17
28.95
28.58

26981
2ア.16

、、1。!
雛1

26831

24.27

23501
22.82

22.44
21461
21.12

 土ヒ重…1(S15)

平年

26.66
26.38
25,43

鋪1
24911

2436i
24701
23.39

24021
24931
25071

25.461

麸講
24組

32年度

窒:錫
25.69j
26.02

26・211
26・25j
26.32
26.43!

26.55■

髪:隻1

 。。侶1
2614i
25.81

26.37
26.12
25.73

26.05
24.36

24791
24.66
25.33
26.05

25.49
26.15
25.蝸

24.93
25.31
24.45

25.07

髪基1
2、、81
26.30
26.21

26.4ア
26.31
26.40

降雨量

平年

13,5
68.6
118.ア

128,6
84.6
118.6

131.2,
890;
46一難

1

150:4

41.ア1
97.51
139.5-

158.l1
4/・5■
92.2.

32年度

鋤
80.1≡」

3ア.3-
99.61・・1

 。伯

7,1
19.
31.

3,
120.5
101.5

94.3
391.8
135.5

32.4
5.9
5.ア

127.81
47,0
47.6

128.・2
172.0
399.5

28.8-
17.3
6.8

3,6
78.2
192.6

13.5-
13.4
2,4



上中

下

上申

下

上中

下

15,4
16,4
15.3

16,1
14,4
15.1

16,61
1ア41
19.1

1ア
15
14

16
15
15

62
75
29

55

0

28

1521
19蝸

178刊

19.1
20
19

18
18
18

18

0
3
0
9
7

;書11

21.0ア
2018

20151
1・・11
18.62
1942

19
20
20

34
40
蝸

26.49
26.64
26.50

26.61
2638一
26

26
26
26

40

29
47
38

26
26
26

26
25
26

26
25
26

83
02
63

兆
48
53

40
32
92

59.3-
5461
28121

37.2≡
104.0'
54

46
50
14

2
1
4
6
/

26,2
39,9
82.8

69.
64,9
19.

25,
180.
44



32年度旬別気温変化
32年度

 早雫26～到辛弔ク)



 旬別比重(d15)及び降雨量

32年度

平均(26-31年平均)



昭和32年4月分 定置観測表  観測時刻10h

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

小計

平均

11

12

131
14

15

16

1ア

18

19

20

小書十

平均

21

22

23

24

25

26

2ア

28
29
30
31

小計1
平均1

天候

b.o

b

b.o

O1

 1〕.o

b.c

b.c

10

10

7
0
一
8
8

3
8
8

62

6.88

10

10

5

10
9
6
7

10

8

75

8.33

56

9.3

降雨量 風向

39.

1

031

■

2.9

711

0.ア1

3.6。。1

7,0

0.1

0.5

0,2

19.2

1.92

■
一
1
1

2.4

2.1=

4.5-

0.45

S

NW

N

S,W

S.111

SSW

S

 SS瓦

S
S

NNE
瓦

N

S]≡1

S
S
S

SW

W

S

W

N

 S正

風力

3
3
3

19

2.11
4
1
1

1
1

2
1
。
1
.
1

15

1.87

3,
1
2
.
1
1
1

10

1671

波浪

1
1

1
1
1
5

0.55

2
1
1

 。.。ll

 うね。1

1

H

2

0.33

 気温C

最高1最低1
21.3」

1ア.5

1651
一17,5

20,0

21.5

23,8

22,9

22.6

欄.6

20,4

22,6

22,5

20.7

22,3

21,7

23,0

24,0

22.ア

23.6

203,1

22.57

26,6

26,1

26,6

25,7

26,9

25.4

157.3

12・71
12.2;
11.4

9.2

9,0

17.0

14,2

16,8

18.9

121,4

13.49

19,9

18,3

14.4

14,0

16.ア

16,6

14,1

20.41 、薫/

17.34

22,1

22,7

22,4

23,0

19.0

1ア・1j

126.3

26.2221.05

10h

13.1

156,

15.111/

21.2

2111

2131

21.91

155,21

 1ア.24」

21,3

19,4

20.6

17,0

21,2

21.3-

21.5'

22.3i

湿度

%

23・5i
209,3

23.26≡

2五11
24ア1

23,8

24.11

23.4i

21.3一

70

88。
。
1

54

591

70

79

70

71

621

69.0

80

89

65

78

アロ

62

70

90

85

689

76.6

90

86。
。
1
;
:
1

75

141.ヰー511

23.57185.2

水温

C

;::1

19,0

20.2-

20,0

20.0

21,0

21,0

20.81

179,6

19.95

20,3

20,8

21.4

20,4

21,5

21,6

21,8

21,8

22.0

191.6

21.28

23,0

23,4

22,6

22.41

225i
2221

136,1

22.86

比重

観測

。。。1
25,4

25,8

25.ア

25,4

25.4

25.2

。。。1
24.6

228,1

25.34

23,2

25,0

24.8

25,2

 25、口

25,1

24,8

25,0

24.4

232,5

24.7

24,3

24.0

2401

24,5

24,6

24.3

榊1
24421

S15

26.45

26.35

26.67

26.83

26.49

26.49

26.54

26.14

25.88

237.船

26.43

24.34

26.29

26.24

26.39

26.47

26.59

26.34

26.54

26.03

235.23

26.14

26.15

25.95

24.31

26.19

26.32

25.93

154.85

2581

一289一



昭和32年5月分 定置観測表  観測時刻10h

/
…

14

量
7
8
9

10

小計

平均

11

12
/3

14

/5

16

1ア

18

19

20

小言十

平均
21

22

23

24

25
26

27

28

29

30

31

小計

平均

天候1 雲量

1・

b.o

b.0

b.0

10

10

10

10

10

9

10

ア

761

7
7
7

10

/0。
1

10

峰雨量1風向
11

b.o

 、。i

0.6-

1・2.」

0,31

1.1!

1

3.2

0.32

4ア.0

0,3

16,6

56.2

0.41

 68班。.5

8.5

7
6

10

8
9

10

10

10

ア
77

8.56

12./'

2ア.1

29.7

0.5

2・4,
13.51

28.3,

101.5-
 9.2う一

NW

N

WN

W

N

SW

W

瓦

S]1=

W

N
N
S
S

W

SE

S

w

SE

1風力

2
3

2
i
/
2
3
1

て

蝸

1.88

2
2
3
2
i
l
l
、
:
1

1.5

1
1

2
1

2
1

2
2

14

1.56

波浪

_
1

うねり

1
.

∠
1一

_!

5
-

0.62

2
1

」
1
1

4

0.44

■
」

一
1

1

ヌし  I温C

 最高1最低い・・
25,7

26.4

24.3

25,6

28.0

2ア.7

26,0

26.5

210.2

18.8122.2

 、、、121目
16.5211一

湿.度

%

。。。。1
28.ア

29,8

24.9

2501

23.9

240-

26,5

28.0

95i

71

80.

21,325.086

2、.、1,4.、、。1
22.21、、.4、。1
 。。.。1。。。l

n.5260ド6
 欄.ぽ欄.8581
1j

20.5823.ア3ア2.63

。。.。!。。.。1。。

15,8

15.81

22,6

22.ア

52-

59

71

75

95

水温

。
.

210,8

26.35

27,5

27,0

24,8

25.4

26,9

25,5

25,5

26,0

26.0

2訓.6

26.07

 /。.。㌧.。
。。.。!。/。1
 。。.。!。1J
21,526.5-
11

22,023.7一
」1

欄.5-186.5-

19.8123二31

1ア.5

21,0

21,5

21.7

23,2

24,7

22,6

24.5

19,223,9

21.2123,8

22.21244

21,022.5

1。.。1。。.。
1。。.。1.1。.。
。。.、11、。.、。

821

851

22,4

21.8

2111

。。。!
 舳i

22,8

23,2

23,4

22.4

Z≡631

23.5

22,4

22,6

22・41
22コ
22,2

24,1

23.4

6睨旭2.9

。。.1。。。.。。1

ア2;641 。。■

72一

85-
851

81

ア2。
。
1。。61

舳1

238-

25,0

23.0

240,

23.8

。。。1
 。。.。■
。4.。'
24.2

215,4

23.93

比重.

観測

24,7

24.8

24.5

24,8

24,6

24.ア

24.4

2441

 欄。1212611
:lll 、、、1

24.8

2411
2411

24.7

把451

24.31

23,8

24,8

22,7

24.4

21.4

n.1
24,3

24,4

24.4

2i2.8

1・1・

。。.。。1

26.39

26.34

25.86

26.61

26.501111

26.52

210.97

26.37

24.76

26.口9

26.55

26.50

26.4ア

25.73

26.24

26.66

209.0口

26.12

25,86

2ア.20

24.51

26521、、、11:l11

26.521111

一290一



昭和32年6月分天
侯

定置観測表  曄潮時刻]o血

                目天候雲量降雨量風向風力波浪気温C                うねり湿度水温1比重                一

                最高最低11・・%C1不
                1r103.2SE326.420.420.489,23.0一                一24.426.25

                2

                3o823.5一一一一23.816.923.ア24.0一24.426.52

                4r100.2S2一25.519.4。22.49023.6,24.226.20
                51〕.c1028.5S23一2ア.021.026.086,                 I。。.。;。。.。2ア.34                1034.51                6oW'一2ア、321.024.09023.9j24.226.28

            
    
I

                7104.2W25.419.622.7i
                0一■901、5123.6'24.4一26.4                8b.o一3225.418.623.7124,224.226.37

                9

                10o90.2S3一15.724.264'一574124.820.823.07                小計6ア鵬.3158一稻O.8花2.6一87.1192.6棚.4208.幽
                中1'^^I^'一1『1

平均

11

12

13
14

15

16

1ア

18

19
20

小計

平均

21

22

23
24

25

26

27

28

29

30

31

小計

平均1

b.o

d.0

 1〕.o

止

b.o

8.4

9

10

7

10

10

5
5

55。。1 .
1

10

10

101
.
1

10

10

10,

85一

944;

9.43

112.6

4.2

1,0

14.0

137.3

122.7

391,8

39,20

2.8

29.4

0.7

7,8

47.1

1ア.0

30.7

135,5

13.55

SW

SE
E
S

W

S
N

W

W

S

SW

NW

W

S

1.87
1
1
2
1

2
1
2

10

1.4

2
2

3
3
1
1
2

1
1

1
2

0.3

2
1
二
1

理5

2.00.ア.

1
2

」

22.60

26.ア

27.8

26,8

26.7

27,4

26,2

28.1

欄.9

23.27

28,6

30.5

2ア.ア

29.ア

28,3

26,5

27,5

26.3

225.1

28.141

19.08

21,3

27.6

21,0

23.7

22,7

22,7

21.6

160,6

22.94

23,6

20.5、1,1

24,0

25,4

24,3

23.

23.2

2331

23391
26『
21.8

252.

24.3

25,7

25.52741

冊71
2524i

28,5

27.9

。。。1

27・51
2ア1i

。。。1
2651
24.61

26.1

ア1.75

82

80

82

86

90

74

4盟

82.33

83

82

82

82

911

90。
。
1

90

95

209.3238.6695

。。。。。。。1.。。。。1

1中

24.0ア23.93

24,822.2

239ド
25.2.

24.81

24.2■

25.21

26.21

23,9

23.4

20,0

22,8

19.2

η4.3'132,0

24.90-22,0

26,521,6

26,521.1

25,322,8

26,422,7

26.4-22.4

 25・3122・割
25,223.5=
11

24・9123・8i
25,120.0』

2引.41200.0

。。.。11。。.。。1

2625

2652

2620

2ア34

2628

2641

2637

2307

208幽

26.08

25.00

26.34

25.72

22.08

25.21

21.81

珊6.一6

24.36

24.35

23.ア7

25.24

25.化

25.14

24.73

25.93

26.15

22.33

223.口9

2479

山291一



昭和32年7月分 定置観測表  観測時刻10h

               日天候1I雲量降雨量風力気温C               風向波浪うねり比重               最高1最低11・・湿度水温               ■%C観測1・1・
               /1。iI832.41w」」128.4128.4I               123.41821               I。。。1。。。125.97
               21

               1;一ISWl一               3bolI一                '21                一/一129.825.728.28626.8  
             
,

               4`O1,8一                '・12;11」                12941。.」21.0                、12851_」16127.122,0                ,」24.93               、1■I               「『__」■,,,5
6
7
8
9

10

小計

平均

11

12

13
14
15

16

/7

18

19

20

小計

平均

21

22

23

24
25
26
27
28

29

30

31

小計

平均

bo

do

bo

1]o

㌧
bo

丑叱

bo

7!
7
1

7
i

側

ア.31

10』
3
1

ア
1

7
7
:

躬

6.83一

ア
7
7

7
/
4

ア

46-

6.57

32.4

3.24

1.3

0.15

45

5,35

0.60

5.7

5.7

0.5ア

SW

S

SW

SW

SW

W

W

NW

W

W

W

SW

SW

SW

3
1
1
1

2
1
1
1

121・1
引
「

l
i
2
2
8

1.33

2
1
2
1

2
1
1
9
1

 1・『

1

」
3

041
」

1
1

1
2

0.33

1
1

2
1

9・291

1
1

29.81

30.6

30.4

■31・4

『20981
0.2B;29.92

1

0.1ア

1
1

014,

32,0

31.0

32.5

332-

33,0

32.8

1945-

32.42

32.7

董3,0

32.5

33,6

33,4

32,8

33.2

231,2

33.03≡

26,1

25.7

24,8

25.4

172.1

24591

25.0

25.ア

25.ア

27,5

27.1

131,0

21.83

26.4

2ア.0

2ア.0

2ア.3

25,5

24.6

157,8

22.54

2ア・91
29,01

29,4

29.5

、。。、1
28.ア0

2ア.5,

29.3

30.6

31,2

31,3

31.1

 禍i.0

30.1ア

31,5

31,6

30.7

30,3

30,6

31,5

31.0

2i7.2

,1。、1

86 。
コ

831。
。
1

589

 。。1.i

861

78

83

75

751

75,

472

ア8.67

691

組

681

83

68

721

75

563

71.86

26,6

27.5

28,0

28.0

 1呂9.o

27.00

27,5

28.0

28.4

2831

28.4

刀.2

21.81

20.81、。.、1

冊.9.

21.75

22,3

22.7

2241

22,7

22,6

22.4

11ミ99i3511
11

28.30

28,8

29,0

29.2

28,4

28,8

28,8

28.4

201,4

28.アア

22.52

 Z～.4

22,8

22.2

22.4、、、1 …
!

2301

158,6

22.66

24.58

23.%コ

123.30

24.66

25.36

25.91

22.ア4

26.01

25.94

25,99

棚.95

25331
25.87

26.34

25.ア9

25.ア4

25.98

。。。。1
26.35 欄・・1

26051
一292一



昭和32年8月分 定置 観測表  観測時刻10h

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

小計

平均

11
12
13
14

15

16

17
18

19
20

小計

平均

21

。21
23

24

25
26

27

28

29

30

31

小計

平均

天候

bo

b.o

b.C

 1〕.o

b.c

b.0

b.o

 ]〕.o

ク1

冒里

ア
7
8

10

10

7

10

59

8.42

14

ア
ア

ア
7

…
1

降雨量1風向

・9.9

59,7

36.7

ア.6

13.9

127,8

12.78

3.9

12.1

31.0

47.口

4.70

32.ア

14.ア

0.2

47.6

4.ア6

SW

S
S

NWl

W

・1

 SS瓦1
NE

S
S
S
E

SW

NE

風力1波浪!舳

1
1
3

1
1

1
8

1.14

」
1

i
1

1
1

 気温C

 最高1最低11・・

4
2

1
2
2

1
1
1
1

15

1.67

0.14

_1

「
_
1

1
1
:

1
3

0.33

32.ア

30,7

31.5

31,1

30,5

30.0

30.0

216.2

0.1430.09

」

一1

1
1

「
1

0.11

323=

31.5

63『
3/.9

31,6

30.ア

32.3

30,7

30,5

30.ア

31,0

31.0

312一

27971
 31㎎i

26.61
2501
246■

24,7

24,8

24.7

24.7

175.1i

25.01i

23.6一

2511

個.7

24.35

24,1

24.3

2051
20'31
23・03
2・・01
23./

15831

22.61

。。11
29,9

29.1

26,5

26,0

27.7

28.2

197,5

28.21

3/.4

30.0

61,4

30.ア

30,1

30,6

29,3

29,3

29,5

29,3

29,0

28,5

29./

醐.7

29.41

湿度

%
・
・
i

ア9

78

91

95

8ア

95

603

86

83

8ア

170

85

83

95

ε
3

氷温

C

28,5

29,0

28.5

27,6

28,0

28.2

27.4

把7,2

28.17

刀.5

28.4

57,9

28.95

28,8

29,0

28.9

28,4

29,5

28,2

28,0

28,5

28.O

25ア31

28.58

比重

 観測1S15

22.ア

22,2

22.2

2/.5

22,4

22.1

欄.1

22.18

22.8

22,8

22.80

20.

22,4

20.9

22,8

22.1

 肥、2

22,3

22,1

22.8

欄.8

22.09

26.08

25.ア3

25.57

24.57

25.61

25.36

152,9

25.49

26.15

25.15

26.15

23.61

25.93

24.36

26.15

25.78

26.49

25.51

25.46刻

一293一



昭和32年9月分 定置観測表  観測時刻10h1
日

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

小計

平均1
11

12

/3

i4

15

16

17

18

19

20

小計

平均
21

22
23
24

25

26

天候

b.o

b0

bo

1盟

10

77

8.56

10

10

峰雨量1風向

,i

/.9

102.9

2341

醐.21結
 、ll;1

1:lll 、、1
1.5

0.7

王72.0

1ア.20

100.3

29.6

1600

N
N

N

・1

S
N
S
S

SW

N
E

W

SW

NW

風力

2
1
3

1

10

/
1
1
2

10

1.11

1

1笈浪 ,5ねり

」

2

0.4

1
1

」
1

0.11

1

0.2

'

気

最高

 一混.C

32,3

30,8

28.8

28.ア

29.5

舳1
30.02

28.ア29・81

2601
26,8

28,2

29,0

30,3

31,0

26.8

256,6

28.51

刀.9

30.0

300

 最低11・・

24,0

25.3

。。。1

74,1

24,7

24,5

24,2

23,/

22,5

22,0

22,0

22,0

21,9

20.1

2口2,3

22.娼

23.0

25.1

218

29.9

2ア.8

2ア.6

26.3

26.5

138.一

27.62

28,1

25,5

25,6

26,3

23,4

29,2

29,1

24,5

26.6

238,3

26.48

26.0

2ア.3

245

湿度

。

水温

%

比重

90

90

9/

83

83

81

78

596

85.14

91

91

95

 観測1S15

二

27.9.

1。。.。1。。1.
2ア.423.0

2ア.4

232

18.0

25,622.8

王35.8110,0

27.1622.0

27,2

26,4

27,0

26.5

28,0

27,2

26,6

27.0

2花.9

26.98

27.0

2ア.2

258

23,2

23.3

2ろ.2

23.4

1ア.5

23,0

23,2

22.6

179,4

25.31

19.0

22.2

205

26.40

26.08

26.05

20.ア9

25.32

124.64

24.93

26.19

25.%

26.13

26.20

20.50

25.99

26.01

25.52

202.50

25.31

21.82

25.η

               一U.〕一〕]■一;;;!ムI■〕^「F・〕'J～■〕Zu.JムJ.u0               2アbo799.6W1一一18.825.06526.723.326.15

               28ク70.3S1一一28.119.727.48226.823.226.07

               乃

               301〕o97一W2一一30.023.728.0927.5一
               3/

               小計42339.56一一173.0。。。コー130.1158.25i5161.0108.2122.24               平均18.4・…i1.0一一                ■21.6826.3785.8326.8320.16124.45 
              
一

2303

一294一



 昭和32年1O月分  定置観測表観測時刻10h

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

小計

平均

11

12

1著
15

16

17

18

19

20

小計

平均

2/

22

23

24
25

26

2ア

28

29

3口

31

小計

平均

1天候1雲量

 1〕C

 1〕C

bc

 ]〕o

bo

 l〕o

b

l]o

1]c

 i〕0

b0

10

5
4

1口

ア
8

44

7.3

7
7

ア

10
7
6

例

ア.33

4
7

8
,

6

10

7

4.8

6.86

降雨量

32!

]
」

 。。。i

28.8

風向

2・88;

」

16.5

 口、8

i7,3

1.73

一
1

661

0.2

6.8

0.68

W

SE

bc

W

N

N

NNW

NE

N

S

W

NW

W

風力

1
2

21
3
1

2

121

1.ア1
2
,
1

1
2
・
1
2
2

13

2.17

2
1

1
2
1
1

 1・29」

1搬

1
1

0./4

1
1

0.1ア

1
1

0.14

うねり

」
1
1

2
1

0・281

一1

1
1

0./7

 気温。

最高

30.0

2ア.4

26.8

2741

26,7

25.5

27.5

棚.3

27.33

28.2

268一

27,8

27,7

27,3

23.8

220一

概.6

26.23

26,0

25.5

26.5

 1最低11・・

2671

27,9

27,0

25.0

欄.6.

…37i

19.2

16,9

18,4

22.5

19,1

16.0

15.5

127,!
18.23

16,8

16.8

16,0

23,0

2/.5

16,5

18.0

128,6

18.37

15,7

20.3

18,6

17.3

16,5

19,3

16.2

123,9

17.7口

。。。1

1541

26,2

24.5

24,0

16.5

25.3

1黎.5

22.02

24,6

24.1

25,4

25,6

23,6

21,1

22.6

167,0

23.86

.23,9

25.5

24,9

25.9

24,6

22,1

22.1

169,0

24.14

湿度
N

93

66

88.5

63

5ア

58

個5.5

70.8

ア7

77

76

70

8-1

捌

ア6.2

60

65

65

73

64

91

ア1

蝸9

69.9

水温

C

26.0

 件・6

26,6

25.6

26,0

26.5

260,

佃5,3

26.18

26,3

26.4

25,8

25,6

25.コ :::1

醐.1

25.72

25.5

2501

25.ア

25,3

24,2

25.3

151,0

25.16

比重

観測 S15

23.3-

23.3i

2311
18.0一

23.4

2251

234i
15701

,24.1
234」

23,3≡

23,0

23,9

24.2

236

榊.1

23.5ア

23.6

23.ア

23.6

24,8

23.7

240一

143,4

23.90

25.95

26.01

25.91

20.21

26.05

25.28

26.05

175.46

25.0ア

26.14

25.89

25531
26.巧

26.59

26.08

156.68

26./1

26.11

26.0ア

26.17

27.男

25.89

26.46

157.99

26.33

一295一



昭和32年月11分 定置観測表  観測時刻10h

1
2

天候

 1〕o

b

7
1

曄雨量

」

一一
」

風.向

・
1

SSW

風力1

1
1

波浪

「

ラねり
 気温C

最高1最低!
。。。1、、.、1

1。。1
 1。.。一

10h

/9.91 。。…

2381

湿度

%

66

5/

水漏1
C1

24,4

24.2

比重

観測1

24.0

S15

26.16

               3ク一S一一24.413.023.859246■i24.1126.37

               4i
               51〕SW25.715.023.759≡               ,一■24.7

               6]=102.8一一26.118.819.9424.7。。。1。、.。i24.2!26.5。。.21、,.5               
 
,

               7o90.8W一一22.6/6.5                。。。1/。。22.663,24。口、26.00               8O10一一W一一2/.358               9bo6一E一一24.919.524,96524.2ヨ24,526.57i24,426.57
               10

               一

               小計455.68一一棚1i128.177.8515194.2棚.4

               i2420i239i184.開               平均5.620.56一一24・39116・022.23.64.424.2726.38
               11O8一W2一一26,021.9I25.68224.626.17
               /2O101.9W一一29,2/8.520.7923.6               。1.。11。.。245,;26.5               13O8一W2一一19.9                一7923.4
               1410一               o一瓦2一一22,018.2.20.77023.224.6=26.56。。.。1。。。。
               15

               /61059.4SSW223.8■               r■18,921.68523.423.825.ア5

               17

               '

               181〕o716.9NE一一25.515.421.55823.5243≡2629

               /9

               20bc7一W2一■23.413.020,6ア022.8               ,24.6=26.40!
               小計釦78.2121一171.4棚.6■24,481ア.5159.0523164.51アD.3-184.18;               平均8.5,ア.821.70.14一21.43ア4.ア23.5024.3326.30

               21

               22r102.7W2一,25.515.017.09421.524.626.06
               23
               24
               25r10146.7亙223.515.520.88921.ア

               26bo543.2N2一23.218.323.28524.3

               274ア一w一一25.516.823.56823.824,026.19≡243263ア

              
 
i

               28一               
 

一

               291               
 

一

               30■
               31

               小計52192.6721日7,765.6124.4316.484.533691.;72.9               平均819.26I1.750.50.2521.1384.0一22.8224.30               'ド86・212621
一296一



昭和32年12月分 定置観測表  観測時刻10h

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

小計

平均

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

小計

平均

21

22
23

24

25

26
2ア
28
29
30
31

 、小計

.平均

1候
1

b.o

b.o

b

b.0

b.o

1〕.0

d.o

b.o

b.o

10

ト11111

8
1

1口

7
7

ア
6

10

50

4.2?

321

0.1

1.2

1,4

7,6

13.5

1.35

10.4
1

3,0

13.4

1.34

N
N

 N瓦

N

 N瓦

N
N

S
S

NE

W

N

N

W

W

NE

 一N

-N

2.4SE

2.{

o・41

風力

1
1
9

1.29

1
2
3
1

1
.
1

1.67

1
1
1

6

1.5

波浪

1
1

口.14

2
2
1

5

0.56

1

0.25

 1ねり1最高最音,1、

1

1
2
1

4

0.44

22,4

20,4

23,2

21,2

20.6

23,2

20.0

151,0

21.5ア

20,8

21.ア

23,3

21.5

18,7

20,5

21.3

1ア.4

18.5

欄.7

20,41

1ア.8

一19.5

-19.2

1122.0

178.5

.0.2519;63

14.ア

19,5

18,0

15,0

11.5

16,0、、。1

110,7

15.81

10,5

14.0

1ア.5

13.0

9,9

10.5

1ア.5

12,7

16.4

122,0

13,55

9.7

9,4

11.0

16.3

仰
10.10

15,4

20,1

18,4

19,5

20.4

18,1

18.0

129,9

18.56

19,0

21,1

19,8

18.0

17,8

18,0

14,2

16,1

16.4

160.争

1ア82i
16.2

17,0

16.3

19.9

 甲・4
 一・17.35

湿度
%

88

65

ア8

ア4

ア

83

68

526

75.1

68

62

75

72

ア3

72

6ア

489

59.9

68

ア
1

暇

69.5

k
22,7

22,8

22,6

22,3

22.8

21,6

22.3

157,1

22.44

22,5

22,3

22,2

21.6

22,2

21,2

20,0

20,6

20.6

193,2

21.46

21.0

21,4

21.2

20=6

84'5

121二12

比重

観測

24.ア

24.8

246

248

24.ア

24,8

25.0

173.3

2476

24,8

24.ア

248

25.0

24,8

24,5

25,0

25,0

25.1

223,7

24.86

25,0

25.0

25.1

75,1

25.03

1・

15

26.4ア

26.61

26.35

26.3ア

26.50

26.29

26.67

185.26

26.47

26.53

26.37

26.44

26.49

26.44

25.88

26.09

26.24

26.34

236.82

26.31

26.44

26.39

26.4

79.25

 ・26榔

 ・r二297・一



昭和33年1月分 定置観測表  観測時刻10h

                一                i降雨量■風向気温C                天候雲量風カ波浪うねり湿度比重                目

                最高最低11・・水温                 %c観測1・1・

                1

                2一
                31

                4

                5=

                6O1020.2N1一一22;511'5i14.27120.526.42ア.53                1

                7ヨ1
                8b.c74.8SW【」19.219.71/8.2ア821.2                 一25.226.59
                9o7一W1一一21.0                 =,14.9120.0-12.2・18.2、ア9121.6一25.226.69
                10101.2W^_一2/.5,8ヨ2/.0.25.326.54                一'

                小計3426.24一一一84.2鯛.370.531.ii8{.31棚.Oア。。1.1。アi。。。。107.35                1

                ;1

                平均8.52.62一一21..05ピ2.0アi1ア.62212126.83                11⑪8'一S一;                 ・21.O16,820.7一フ525.026.39

        
        

■

                12

                13r1014.8SW^一25.3116.0.20.4η.。11。.。i1。.21.024.025・.32                14o920.6W・」                 一''i8921.5                15,  
               
!

                160102.5NW'2122.0!8.71I10.58619.0        
        

■

                17101.61                工N21lll,87・今11.61!80コ19.2-25.51。.。㌧.。26.42                18O100.4NW,一一12.8-9.112.27426.ア2
                ;ヨ1

                19.一                 ■i'
                201                 一I1
                小計5.739.98221伸.9176.亀9睾.5側.41別.i[o03棚.85
                平均9.5、4.00'1.160.330.53一一18.11114.0ア』15.75;18口.8一2口・18j25・0ア26.02        

        
一

                _!1                21O81.4W118.一518-4=18・3692口6125.526.ア5
                22O10一N1一一19.01/2,414.る8220.625.526.ア5

                23

                24o1口16.7N2一'118'0ア.811.68019.625.726.75

        
        

一

                251〕4肥.5SW11                 ,一15.4I5.715.37620.225.526.あ
                26

                2ア1011.8一                oNW^一21.7

                一一1ア.0一一r-20.511.アj14.065/9.525,826.79                28阜2一W、。一?.616.8■62                .一一']'                29正一1029.3SSW。二^1502089・・、・!・…1.・1{1・20,824.8-26,09
                30o100.N2一一23.513.313.98ア1。.。1。。.。一26.56
                31I

                1弥謙=㌧モ鰯;;IlO{.i115看.68童9一。.1i24.36犯1節22D5,925、、12お:07                「平均i・1・=..一8101;7;5き、Io。O,1119二加'10.4814.29I7鴫:201妬1.」..一

∴

 .",_,..、1一

、。、、;

:llll

 '』1鰯一L



昭和33年2月分

 11ト111量
 I・一1・ll,

1・10130.9

1ド11111:
r101/.4

定置観測表  観測時刻10h

目
1
2
3
4
5
6

ア
8
9

10

小計

平均

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

小計

平均

21

22

23

24
25
26
2ア

2ε
29
30
31

小計

平均

l
l

bo

bo

b
b

10

10

68

9.ア

10

8
1
8

7.21・
・
! l二:;  ア.。1

0,1

//.5

1鮒

SE

W

S

W

W

W

N

N

NW
N

69.3N

10i0.9SSW

1023.5瓦

101/.7SSE

50.7W

671舳1
8.4

2
0

10

10

10

 土
コ
…

6.ア

 ・帖

S
S

SW

NW

 N党

 風力1搬15ねり

1
1
1
1
/

1
1
9
-

1.3
1
3
3
:

1
1
3
2
=

渇

1.
1
1

2
1

7

1.4

0111
2
1

7

0.8

1
ヨ 、
パ

1
1
1

0.1

2
2

6

0.7

 気.I温C

 最剛.蝉.L!・・
14,811.2-14.

20,7

20,0

20,3

23.0

19,5

17.0

135,3

/9.32

15,1

16,3

/0.1

15.9

18,2

16,5

15,5

16.9

-24,5

15.56

19,0

20.5

21.0

25.1

1ア.5

9,516.1

;:l111:11
15.、」1、.、

1、.。」、。.、
8,414,1

11二:1;15,11
 11二1…1二
6.2

ア.0

10.

15、

、1.、11、.
12.5`14.

13.0149

8.51169

78.6111-6

982

6,8

フ.

13.5

10,4

11.9

1
1

一'

103,150,5
1

0ヨ2062101

150

1ア.1

8.3

。。。1、
.1.1

13.7

76,4

15.28

k
871

671

83.

水温

C

/9.5

19,8

19.8

一

比

観測1
重

25.2一

 ア。1。。.。1
 、一、。.。1

 、、、ヅ」、ユ、
81■19,825.8
11

 585139,3・η7.7
il

フ0,819.9025,39

8ア119,425.6

 ア。11ア。1。。.。!

 ザ舳
1ド;!;;
ll,;ll:l11
 晩㈱10205.6
!1

フ3.1118.6225.70

・・11…1・…
ア8.19,6-25.5

㍗
1
ユ

 ・:苞11111.

68

20.1

18.2

25,2

25,4

25.2=

25.31

25.2

25,6

25.81

127.8

2自.56

S15

26.1

26,2

26,4

26,3

26.4

26.61

26.85

185.2-

26.49

26.56

26.45

26.57

26.きア

26.5ア

26.19

26.4ア

26,66

2打.84

25.48

26.69

26.51

26.32

26.63

26.48

132,6

26.53
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昭和33年3月分 定置観測表  観測時刻10h

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

小計

平均

11

12

13

14

15

16
17

18

19
20

小計

平均

21

22

23

24

25

26

2ア

28

29
30

31

小計

平均

1天候

bt

bo

bo

b0

10

54

7.7

8

10

10

7

10

10

10
8

73

9.12

60

8.5ア

降雨量

3.4

13.4

0.8

ア.7

25.3

2,53

7,7

86,3

64.6

9.0

5.1

7.3

180,0

18.0

10.2

風向

W

N
S

SW

W

N

SW

SSE

SW

W

SW

SW

NWl

W

lw

9,0

23.2

2.1

0,1

021

辮.8

4.蝸

 S工≡:

S

W

NW

N

SE

 ・風力

3
1
3
!

13,0

1.85

2
1
1
1
2
2
3
1
1

15.0

1.8ア

3
2
1
1
2
1

12

1.71

波浪

」
」

、
1
.
1

4

0.57

2
1

3

0.3ア

2
1

1
5

0.71

5ねり
 気温C

 最高1最低11・・
17.0

」1、,1

1
2

18.2

18,3

19.ア

20,8

18.0

3'126.3

0.4218.04」
1

11,516.7

6.2,9・1

8.3.14,1

11,316.7

1。。11。。1
14,516,7

10アー13.9

21011、。、1
 -1。。㌧。。1

23,0

22,8

21,6

22.0

78.1-106,5

11.1,15,21

6,520,9

18.4

/4,4

16.0

19,9

19.4

 湿㌻1

88一

66-

65-

6ア1 ア
91

81・

水一温

C

19.4

18,4

19,2

/9,4

20,0

19・8i
1921

比重

1
1

2

0.25

1
1

1

0.14

24,1

22.ア

22.ア

179,9

20.48

21.8

1。。1

22,8

22,9

22,1

25,6

18.4

147.9

16.8 21.3

1。.。11。.。1
12,616.9

117.31155,9一
15.91

12.2

1。。1

1461

19,5

16,0

11.5-

83'

96.5

21・12113・78

19.蝸

21.3

19,8

21,2

21.アー

16,5

12,1

12.3i

 観剛・1・

446135,4

74,319.34

ア921,7

20,4

21.0

8920.2

 ア。11。。!

25.41

25.5:

。。.。1
25・11
25.51

25・91

152.9'

22・151
24.9!
2441

1801

250`

24.3

7220.5125.1

 棚1欄・2i190・71
82020402383

8r20412401
88'194'25『
l1

66

「
891

90,

72.

74

52

21.3

2141

 一。。11

1991

21.4

18.8

25.5

■

24.8'

。。.。1
26,4

26,0

26.0

124.9螂122.9醐.6

17.84ア3.83=20.4825.77

26.35

26.23

26.42

26.05

26.60

26.82

158.47

26.40

25.90

25.91

21.56

26.34

25.43

25.17

25.95

26.32

202.58

25.32

26.93

26..24

26,95

2ア.55

27.08

26.82

161.57

26.92



 水産試験場の組織機構 33.12.1(現在員)

          孝年餐当剖場長部長峰技術技能臨時          職員労務員職員計備考

 
         

一

          本場28,394,7口。5518261560

          庶務部15,949,40056

          漁業部10,560,80口52633試験船照市丸98.93
          ちどりク19.57ク
          かもめヂ19.59ク

          養殖部97ア,00042・ア

          製造部630,00045

          調査部2ア7,500326

          熊毛駐在大島分場4,2ア2、如0分場長322
          812

          庶務係2,830,10033

          製造係169,50033

          漁業係1,172,80033

          増殖係100,00022

          合計32.6671-OOi582626572

          !

定員現員表
鵜

         事務吏員技術吏員主事補技姉補船舶手庁務手計1
         定現員員3226%2398151511

         分場

         定現員員117622,33'一一一

         さ5:/ミ1312i6967

         計

         定現員員433332451211151511

 計コ
:
1

 欠員・名/懇舶藩師撃1

一301一



鹿児島県水産試験場

所在地

電話

場長

 鹿児島市塩屋町18地の7

 (ガスタンクより海の方え150米)

 鹿児島②一6415(1階)
 ②一6416(2階)

西田稔




